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総務部職員局人事課

令和８年度



Hyogo Prefecture

もりもと ゆたか

Ｉ 副知事２名の選任

もりもと しんいち

R6.4～(現職) 農林水産部長
R5.4～    北播磨県民局長
R4.4～    農林水産部次長

所管する部門

・総務部 ・企画部
  ・財務部 ・県民生活部
  ・福祉部 ・保健医療部
・産業労働部 ・出納局

調整役を担う
他の執行機関

・病院局 ・教育委員会
  ・選挙管理委員会  ・人事委員会
・労働委員会

所管する部門
・危機管理部 ・農林水産部

  ・環境部 ・土木部
  ・まちづくり部

調整役を担う
他の執行機関

・企業庁 ・監査委員
・公安委員会 ・収用委員会

  ・海区漁業調整委員会
  ・内水面漁場管理委員会

主な経歴
R5.4～(現職) 企画部長
R4.4～   企画部総合企画局長
H31.4～     企画県民部ビジョン局長

主な経歴

守本 豊 （56）守本 真一 （59）

任 期 任 期４年 （R8.4.1～R12.3.31） ４年 （R8.4.1～R12.3.31）

（農学職） （総合事務職）

➢ 本県職員として豊富な行政経験を有し、県行政全般について幅広い見識と高いリーダーシップを有する２名
の副知事を選任し、県政を円滑に推進
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Hyogo Prefecture

Ⅱ 幹部人事（特別職等）

教 育 長

木村 晶子（60）

きむら  あきこ

主な経歴

３年
※前教育長の残任期間：R8.4.1～R9.10.11

任 期

有田 一成（54）

ありた  かずなり

R6.4～ 県民生活部長

R5.4～ 阪神南県民センター長

R4.4～ 県民生活部次長

理事（総合調整・財政健全化担当）

（総合事務職）（総合事務職）

現 職 R7.4～ 理事(若者・Z世代応援等調整担当）

主な経歴

現 職 R6.8～ 総務部長

R5.4～ 総務部次長兼秘書広報室長

R3.8～ 企画県民部企画財政局長

R3.4～ 阪神北県民局県民交流室長

主な所掌事務

新設

財政健全化に向けた諸施策の推進
新庁舎等整備プロジェクトの推進 等
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Hyogo Prefecture

職 氏名 職種 現職

神戸県民ｾﾝﾀｰ長
おぐら  ようこ   
小 倉 陽 子

事務 県民生活部
文化ｽﾎ゚ ﾂー局長

阪神南県民ｾﾝﾀー 長
だんの    れいこ 

團 野 礼 子 事務

阪神北県民局長
おのやま  ただし

小野山 正 事務

東播磨県民局長
きんつ       まなぶ

近 都 学 建築 まちづくり部
次長

北播磨県民局長
うめだ   たかお

梅 田 孝 雄 事務 病院局長

職 氏名 職種 現職

中播磨県民ｾﾝﾀー 長
いの  けんざぶろう 

井 野 健三郎 事務

西播磨県民局長
なかの やすのり

中 野 恭 典 事務 企業庁次長

但馬県民局長
うえだ    ひでのり

上 田 英 則 土木

丹波県民局長
ふくい  まさき

福 井 昌 樹 事務 教育次長

淡路県民局長
ながとも  こういち

長 友 幸 一 事務 出納局長

Ⅲ 幹部人事（本庁部長、県民局・県民センター長）

職 氏名 職種 現職

総務部長
ふくやま  まさあき 

福 山 雅 章 事務 環境部長

企画部長
かわい   ふみひこ

川 井 史 彦 事務 淡路県民局長

財務部長
なかのその ぜんめい

中之薗 善 明 事務

県民生活部長
たなか     のぶお

田 中 序 生 事務

危機管理部長
からつ        はじめ

唐 津 肇 事務

福祉部長
ないとう りょうすけ

内 藤 良 介 事務 神戸県民
センター長

職 氏名 職種 現職

保健医療部長
やました   てるお

山 下 輝 夫 医師

産業労働部長
こばやし   たくや

小 林 拓 哉 事務

農林水産部長
すがむら    てつや

菅 村 哲 也 農学 農林水産技術
総合ｾﾝﾀｰ所長

環境部長
うえにし    ことこ 

上 西 琴 子 環境 環境部次長

土木部長
うの     ふみあき 

宇 野 文 章 土木

まちづくり部長
まつうら     じゅん 

松 浦 純 建築

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新
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区分 職氏名

特 別 職

教育長
きむら  あきこ

木 村 晶 子

人事委員会委員長
おおくぼ かずよ

大久保 和 代

公営企業管理者
かじもと  なおこ

梶 本 修 子

本庁部長・
県民局長等

環境部長
うえにし ことこ

上 西 琴 子

神戸県民センター長
おぐら ようこ

小 倉 陽 子

阪神南県民センター長
だんの   れいこ

團 野 礼 子

東京事務所長
いわはら なおこ

岩 原 直 子

監査委員事務局長
なかい かなこ

中井 佳奈子

（参考）女性活躍の推進

相当職 H28.4 R8.4 H28比

本庁部次長級 7.4 18.9 +11.5

本庁課長級 8.9 20.3 +11.4

本庁副課長級 9.4 20.8 +11.4

本庁班長級 16.9 27.4 +10.5

本庁課長級以上 8.3 19.8 +11.5

➢ 組織の多様性の向上と活性化に向け、女性職員のキャリア形成支援に取り組むとともに、積極的な登用を推進

女性管理職割合の推移  ※本庁課長級以上

8.3 9.1 9.6
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(単位：％)
ⅰ 女性管理職割合 ⅱ 部長級以上職への登用状況 ［R7］５名→［R8］８名

※ 太字青色はR8.4異動の職員

R7 R8

R7 R8

3名 3名

2名 5名
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Hyogo Prefecture

ひょうごフィールドパビリオンの
今後の展開について

● 五国で繰り広げられる｢活動の現場そのもの
(フィールド)｣を地域の人々が主体となって発信し、
多くの人を誘い、見て、学び、体験していただく
｢ひょうごフィールドパビリオン｣をこれからも
全県で展開

●  大阪・関西万博を機に始まった交流を生み出す
   取り組みを通じて､兵庫各地域に住まう人々が､
   自らの取り組みを再評価し､次代を担う人材を
   育み､兵庫で暮らすこと､生きることの誇りへと
   つなげ、｢躍動する兵庫｣を切り拓いていく

１．地域創生施策の効果向上を図るための組織体制の見直し

Ⅳ 政策課題に対応した主な組織改正

➢  万博レガシーであるひょうごフィールドパビリオンを
 はじめとする地域資源の磨き上げと発信の司令塔と
して、 地域振興課に 「フィールドパビリオン推進官」 を

 新設し、県内地域資源を総合的に活用した地域振興を
 推進

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾟﾋﾞﾘｵﾝ推進課

万博推進課

地域振興課

地域創生課

地域振興課

※万博推進局及び
万博推進課は廃止

計画課

企画部

万博推進局

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾟﾋﾞﾘｵﾝ推進官
SDGｓ推進課

企画部

万博レガシーを活用した地域振興の推進

➢ 多様な主体との連携による地域創生実現に向けた取組
を一層強化するため、地域創生戦略の推進を行う企画部
計画課にSDGs推進課の公民連携に関する事務等を
移管した上で、地域創生課に再編

SDGs、
公民連携

現行 改正後

ⅰ 多様な主体との連携による地域創生の推進 ⅱ
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Hyogo Prefecture

区 分 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度～

庁舎等整備
（議場、県民会館含む）

周辺敷地の活用
(ﾓﾄｷﾀｴﾘｱのにぎわいづくり)

２．新庁舎等整備プロジェクトの推進

➢ 本格化する暫定的な本庁舎再編と新庁舎等整備プロジェクト
への対応に向け、新庁舎企画課の体制を強化

➢ 新庁舎の基本計画・基本設計業務に対応するため、参事 （整
備担当）を配置するとともに、各専門分野を担当する参事を
兼務配置することにより、円滑かつ正確な業務執行を目指す

基本計画
の策定

新庁舎の建設に向け、基本構想を具体化し、機能や規模、
配置、概算予算スケジュールなどの大枠を定める

基本設計
に着手

建物の配置や構造、各部屋の機能・設備、動線等の検討を
開始

新庁舎等整備プロジェクト基本構想（令和７年12月策定）

基本
構想

基本設計 実施設計・整備

2030年度代前半完成予定

基本計画

ｻｳﾝﾃ゙ｨﾝｸ゙
調査 事業者募集

整備
民間
事業者

設計
民間
事業者

＜新庁舎整備の基本理念＞
安全・共創・交流の拠点 ～県民の未来を支える県庁舎へ～

新しい
働き方

災害対応

県庁舎

県民交流

にぎわい
づくり

機能的でコンパクトな県庁舎へ

「生産性の向上」と「職員のｳｪﾙﾋﾞｰｲﾝｸﾞの実現」を両
立し、働きたくなる県庁へ

震災の経験と教訓を継承し、
フェーズフリーなデザインの災害対応拠点へ

旧県民会館の理念を継承する、
芸術文化や県民活動を支える交流拠点へ

周辺住民と来街者が協調・共存する品格とにぎわいの
あるｴﾘｱ「もっと来たい“ﾓﾄｷﾀ”」の拠点へ

１

２

３

４

５

<主な取組のスケジュールと令和８年度工程>

Ⅳ 政策課題に対応した主な組織改正
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４．「学びやすい兵庫」の実現に向けた
生徒指導の充実

現行 改正後

教育委員会

学校支援推進官

生徒指導課

➢ 増加、複雑化を極める生徒指導事案に対して、より的確
かつ機動的に対応するため、校種（義務教育・高校教育・
特別支援教育）を横断する組織として生徒指導課を新設

義務教育課

学校支援推進官

高校教育課

義務教育課

高校教育課

教育委員会

生徒指導
業務を集約

特別支援教育課

特別支援教育課

1. リハーサル大会の開催など、競技運営に係る調整・準備

2. １年前イベント等各種広報活動の展開や県内観光情報の発信
などによる機運醸成、誘客促進

➢ 来年5月に迫るワールドマスターズゲームズ2027関西大会
 に向けた準備体制の強化を図るため、スポーツ振興課に

「ワールドマスターズゲームズ推進室」を新設

開催期間 2027/5/14～30（17日間）

競技種目

全３５競技・５９種目
うち、兵庫県担当種目
：６競技・７種目

  オリエンテーリング、
  水泳（競泳・水球）、
テコンドー、テニス、
バレーボール（ビーチ）、
射撃（クレー）

３．ワールドマスターズゲームズ開催に
向けた準備体制の強化

<R8年度のワールドマスターズゲームズ推進室の主な取組内容>

Ⅳ 政策課題に対応した主な組織改正
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■本県のいじめ件数及び不登校生徒数の推移

いじめ認知件数

不登校生徒数

36,193件

16,634人

(人)(件)

ワールドマスターズゲームズ2027関西の開催概要
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＜問い合わせ先＞ 総務部職員局人事課 TEL：078-362-3078 MAIL： jinjika@pref.hyogo.lg.jp
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